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＊講座より 

～ふれあうことの大切さ～ 

 親子で一緒に動き、ふれあい、真似し合い、今しかできない
コミュニケーションを楽しみましょう！ 
  

親子で行う、からだを通した理解とコミュニケーションとは？ 

髙野先生は、幼児期においては、偏りなく、いろいろな動きに楽しく挑戦すること

が大切と教えてくださいました。なぜかというと、幼児期後期から８歳くらいまで、

運動能力獲得の敏感期であり、この時

期の運動能力が生涯の基盤になると、

おっしゃっていました。 

また、からだを使ったコミュニケー

ションは、運動能力を育てるだけでな

く、遊びながら互いにふれあうことで、

ストレスホルモンのレベルを下げる

ことになるとも教えてくださいまし

た。 

 親に守られている安心感や心地よ

い皮膚への刺激が、そうさせるそうで

す。 

 

そして、子どもとの遊びのキーワードは、「模倣」 

 

 子どもは、親の動きをじっと見て真似するそう 

です。親の動きを真似し始めた時、大切なことは、 

子どもの動きをしっかり見て、親は、少し変化を 

つけて子どもに返すと良いそうです。 

 これは、動きを通してのコミュニケーションで 

すね。 

 言葉だけでなく、遊びからもコミュニケーション 

の基本を自然と感じ取ることが出来るんですね。 

遊びって大切なんですね♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


